
感染症メモ

東京都全体での流行状況

小笠原での流行状況

感 報週症染

東京都島しょ保健所小笠原出張所

第2週（ 1月5日 から 1月11日まで ）

インフルエンザの報告がありました。

母島

父島

特別な感染症の報告はありませんでした。

令和8年1月13日発行

感染予防の基本は手洗い

※ ５例以上発生時に実数報告としています

第1週（12月29日～1月4日）

【警報・注意報】
・インフルエンザ 警報レベル

（定点患者報告数 4.89 ）

【ピックアップ】
・感染性胃腸炎

（定点患者報告数 2.99 ）

・A群溶血性レンサ球菌咽頭炎

（定点患者報告数 0.76 ）

習慣にしよう！

東京都内における定点当たり患者報告数の年別推移

小笠原でも
出ています

インフルエンザ感染拡大防止のために

参考：WHO CDC 厚生労働省、国立感染症研究所 予防衛生協会ほか

インフルエンザの歴史 ～人類の戦い～

都内の保健所別定点当たり患者報告数（第50週）

インフルエンザの夜明け
○紀元前412年頃★

ヒポクラテスが「ペリントスの咳」として集団感染を記録しました。

○1580年
記録に残る最初の世界規模のパンデミックが発生しました。
※19世紀にドイツの医学史家ヒルシュにより歴史的検証が行われました。

20世紀の三大パンデミック（世界的な大流行）
交通網の進歩や都市化による人口密度の増大が流行を加速させました。
○1918年：スペインかぜ（A/H1N1亜型）

人類史上最悪の感染症と言われています。世界人口の約3分の1が
感染し、5,000万人以上が死亡しました。

○1957年：アジアかぜ（A/H2N2亜型）
中国の貴州省から発生し、世界で100万〜400万人が死亡しました。

○1968年：香港かぜ（A/H3N2亜型）
香港から発生し、高齢者を中心に大きな被害をもたらしました。現在も
季節性として流行しています。

ウイルスの正体解明
○1933年
イギリスのスミスらによりヒト・インフルエンザウイルスの存在が確認
される。★

○1940年代以降
B型ウイルスが発見され、ワクチンの開発が進み、予防対策が本格化
しました。

近代の新たな脅威
○1997年：鳥インフルエンザ（H5N1）

香港でヒトへの感染が初めて確認され、世界に緊張が走りました。
○2009年：新型インフルエンザ（A/H1N1 pdm09）

メキシコから発生。21世紀初のパンデミックをWHOが宣言しました。

現代における位置づけ
現代ではA型（H1N1, H3N2）とB型が季節性インフルエンザとして定着して

います。WHOを中心とした世界120か国以上の監視体制（GISRS）により、常に
ウイルスを回収・分析。流行株の予測、ワクチン製造、新型発生の24時間監
視を世界規模で実施しています。

インフルエンザの歴史：人類との戦い1. インフルエンザの夜明け古代（紀元前412年頃）ヒポクラテスが「ペリンサスの咳」として、イン
フルエンザ様疾患を初めて記述。中世（1580年）世界規模のパンデミックが初めて公式に記録される。2. 20世紀の三大パンデミック1918
年：スペインかぜ（A/H1N1亜型）人類史上最悪の感染症。世界人口の約3分の1が感染し、5,000万人以上が死亡。1957年：アジアかぜ
（A/H2N2亜型）中国から発生。世界で100万〜400万人が死亡。1968年：香港かぜ（A/H3N2亜型）香港から発生。高齢者を中心に大きな
被害。現在も季節性として流行。3. ウイルスの正体解明1933年イギリスの研究チーム（スミスら）がヒト・インフルエンザウイルスの分離
に初めて成功。1940年B型ウイルスが発見される。1940年代〜不活化ワクチンの開発が進み、予防対策が本格化。4. 近代の新たな脅威1997
年：鳥インフルエンザ（H5N1）香港でヒトへの感染が初めて確認され、世界に緊張が走る。2009年：新型インフルエンザ（A/H1N1 
pdm09）メキシコから発生。21世紀初のパンデミック。WHOが宣言。5. 現代における位置づけ現在は、A型（H1N1, H3N2）とB型が季節
性インフルエンザとして定着。鳥からの「新型」発生リスクに対し、世界規模の監視体制（GISRS）が敷かれている。

各情報の主な出典（ソース）をまとめました。歴史的な事象については厚生労働省やWHO、国立感染症研究所などの公的機関の資料がベースとなってい
ます。1. インフルエンザの夜明け（古代・中世）ヒポクラテスの記述（紀元前412年）: 医学史における定説として、ヒポクラテス『流行病
（Epidemics）』に記された「ペリンサスの咳（Cough of Perinthus）」がインフルエンザの最古の記録とされています。1580年のパンデミック: WHO
（世界保健機関）のインフルエンザ史資料や、医学史家Hirschによる記録に基づいています。2. 20世紀の三大パンデミックスペインかぜ・アジアかぜ・
香港かぜ:厚生労働省: 「新型インフルエンザ対策に関する有識者会議」資料。国立感染症研究所（NIID）: インフルエンザ・パンデミックに関する解説
記事。CDC（アメリカ疾病予防管理センター）: "1918 Pandemic (H1N1 virus)" などの公式アーカイブ。3. ウイルスの正体解明1933年のウイルス分離: 
スミス（Wilson Smith）、アンドリュース（Christopher Andrewes）、レイドロー（Patrick Laidlaw）による研究成果（英医学雑誌『Lancet』掲載論
文）。B型ウイルスの発見（1940年）: トーマス・フランシス・ジュニア（Thomas Francis Jr.）による報告（アメリカの医学研究データ）。4. 近代の新
たな脅威1997年 H5N1: WHOによる香港での人への感染確認に関する公式レポート。2009年 パンデミック: WHOおよび厚生労働省の「2009年新型イン
フルエンザ（A/H1N1）」に関する確定報告書。5. 現代の位置づけGISRS（世界インフルエンザ監視・対応システム）: WHOが運営するグローバルな監
視体制の公式名称。季節性インフルエンザの分類: 国立感染症研究所による最新のウイルス流行状況および分類に基づいています。

★紀元前412 年、日本は弥生時代。

報告数の減少は年末年始の休診の影響と考えられます

★近年、 1919 年に山内保博士がLancet に発表し
た論文が最初の発見として再評価されています。

マスクは他人への思いやりです

人混みでは

マスク
着用

換気
する

差し替え予定

差し替え
予定

帰宅後は

手を
洗う

こまめに
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する
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